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経済学会会則

第 I条 本会は，龍谷大学経済学会と称し，事務所を能谷大学内に置く。

第 2条 本会は，経済学を中心とする学術の研究促進とその普及を目的とする。

第3条本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

(1 ) 研究会の開催 (3) 講演会の開催

(2) 機関誌その他の出版 (4) その他，本会が適当と認める事業

第4条 本会は，本会設立の趣旨に賛同する次の会Hをもって組織する。

(1) 名誉会員 学会評議員会において名誉会員と認定された者。

(2) 普通会員 ① 龍谷大学経済学部の[jrilイi科目担当専任教員。

② 本学専任教員のうち学会評議員会の示認を得た者。

③ 龍谷大学経済学部卒業生ならびに龍谷大学大学院経済学研究科諜位

修了者のうち会員資絡の継続を希望する者。

(3) 学生会員 龍谷大学経済学部学生ならびに大学院経済学研究科の学生。

(4) 賛助会員 本会の事業を賛助する者。

会員は，本会の諸事業に参加し，本会の出版物の配布を受けることができる。

第5条 本会に，全教員会員をもって評議員とする評議員会を置く。

評議員会は，年間活動の策定，予決算の承認，役員の選出，会則の改正，その他，本会の運

営に関する基本事項について議決する。

第6条 本会の運営にかかわる日常業務には，下記の役員によって構成される学会運営委員会がこれ

にあたる。但し必要に応じて副会長を聞くことができる。また，編集長は，編集委貝の以選

により決定する。

(1)会 長 l 名 (4) 会計委員 l 名

(2) 編集委員若干名 (5) 会計監査委貝 l 名

(3) 庶務委員 l 名

第7条役員は，すべて評議員中より互選し，その任期は l年とする。ただし重任を妨げない。

第8条 本会の経費は，会費，事業収入，寄付金，および龍谷大学からの助成金をもってこれにあて

る。会費は，普通会員，賛助会員については，年額5，000円(別に入会金2，000円)，学生会員

については年額3，000円(別に入会金2，0001'1)とする。
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March 20日

2014年度経済学会評議員総会

1. 2013年度事業報告について

(1 )学会誌「龍谷大学経済学論集」発行

第53巻第1・2号 (2014年2月25日発行)

[参考 2012年度}

(2014年7月2日)

4編(専・論l本)

第52巻第1・2号 (20日年3月29日発行) 5編(専・論2本)

第52巻第3号(河村能夫教授退職記念号加13年3月29日発行) 22編(専・論1本)

(2) 学生論集発行

第56号 (2014年3月13日発行)

(3) 学生への補助

①学生研究活動助成

{事前給付型 6月募集] 助成件数:18件

{成果表彰型 11月募集] 助成件数:0件

②経済学部ゼミナール連合会への補助

(4) 他大学等との学会誌交換

2013年度発行分の他大学等への送付件数:325件

(5) 講演会等の開催

[講演会}

日時:2013年7月12日(金)17: 00-18 : 30 

場所:深草キャンパス東第2会議室(紫英館2階)

講師:高槻泰郎(神戸大学経済経営研究所准教授)

テーマ:r江戸時代大坂における長期的融資慣行の成立」

日時:2013年10月18日(火)17: 00-18 : 30 

場所:深草キャンパス2号館204教室

11編

講 師:宮越 龍義(法政大学理工学部経営システム工学科教授)

41 

テーマ:Existence， Uniqueness and Algorithm for Identifying Free-Riders in Multiple 

Public Good Games: Replacement Correspondence Approach 

日時:2013年11月27日(水)15: 00-17 : 00 

場所:深草キャンパス 8号館第6共同研究室

講師:Dr. Pravakar Sahoo (Associate Professor， Institute of Economic Growth) 

テーマ:Foreign Direct Investment in India: Policy， Impact， Determinants and Challenges 
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2. 2013年度会計決算報告について

〈一般会計〉

収入の部 2013/4/1--2014/3/31 

項 目 内 訳 2013年度予算

新入生会員費 (学部・院・編転入・留学) 2，932，000 

在学生会員費 1785名 (学生在籍者数ー覧) 5，355，0∞ 
教職員会員費 32名(内新入会員3名) 166，0∞ 
賛助会員費 。
雑収入 。
定期預金取り崩し 。
当年度収入額 8，453，0∞ 
前年度繰越金 10，457，752 

前期末前受金 2013年度会費 -2，932，000 

前受金 2014年度入学者 2，932，000 

計 18，910，752 

項目説明

2013年度決算

2，932.000 

5，396，000 

166，0∞ 。
6，165 。
8，500，165 

10，457，752 

-2，932，000 

2，943，000 

18，968，917 

前期末前受金 2013年度入学生分が2012年度末に入金されるため2012年度の収入

前受金 2014年度入学者分が2013年度末に入金されるため2013年度の収入

〈特別会計(定期預金))

前年度繰越金(定期預金期首残高)

定期預金利息収入

次年度繰越金(定期預金期末残高)

(単位:円)

19，388.692 

3.871 

19，392.563 

(単位:円)

増減

。
-41，000 。
。

-6，165 。
-47.165 

。
。

-11，000 

-58，165 
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支出の部 (単位:円)

項 目 20日年度予算 20日年度決算 増 減

学会誌発行費

~n 席。 費 3，000，000 691.950 2.308.050 

原 稿 料 1.000.0∞ 338.000 662.∞o 
事 査 吾両J宮也 料 300.0∞ 40.000 260.∞o 
原稿編纂料 50.∞o 50.∞o 。

業 発 送 費 250.0∞ 29.565 220.435 

学会活動費 。
費
講 i寅 ~ ミ 費 250，0∞ 133.746 116，254 
学生論集費 1.500，∞o 1，399.150 100.850 

国際学術雑誌費 。 。 。
計 6.350.∞o 2.682.411 3.667.589 

動研究活費

学生研究活動助成費 2.800.000 1，906.375 893.625 

その他(懸賞論文) 。 。 。|
計 2.800.αm 1.卯6.375 893.625 

?背 耗 費 20.α泊 42.357 -22.357 I 
事
通 費 50.0∞ 63.∞o -13.α泊

務 雑 費 10，∞o 。 10.0∞ 
ゐZミ、 5義 費 60.∞o 。 60，∞o 

費
言十 140，000 105.357 34，643 

当年度支出額 9.290，∞o 4.694.143 4.595.857 

予 備 費 6.688.752 。 6.688.752 

特別会計(定期預金)へ繰入 。 。 。
次年度繰越金注 2，932，α泊 14.274.774 -11.342.774 

£口』 計 18.910.752 18，968.917 -58.165 

注:次年度繰越金予算額は2013年度新入生会費である。
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2013年度支出の部明細
(単位:円)

学会誌発行費

(印刷費)

3. 5 r経済学論集j第53巻第1・2号
550部 691，950

計 691，950

(原稿料)

9.17 r経済学論集J第52巻第1・2号
に伴う原稿料 1名 50，000 

9.17 r経済学論集J第52巻第3号に
伴う原稿料 10名 203，∞0 

9.24 r経済学論集j第52巻第3号の
原稿料(海外送金) 1名 15，∞0 

9.27 r経済学論集j第52巻第1・2号.
3号に伴う原稿料 l名 70，∞o 

計 338，∞o
(原稿編纂料)

3.12 r経済学論集Jr学生論集』欧文
タイトルチェック 50，000 

計 50，000

(査読料)

3. 7 r経済学論集J第53巻第1・2号
査読料 4件 40，000 

計 40，000

(発送費)

3.13 r経済学論集j第53巻第 l・2号
他大学発送用切手 29，565 

言十 29，565 

学会誌発行費計

学会活動費

(学会通信費)

1. 149，515 

計

(講演会費)

7.23 経済学会講演会 (7/12)講師謝礼・
交通費講師:高槻泰郎 35，893 

10.15 経済学会講演会 (10/8)講師の
交通費講師:宮越龍義 27，460 

10.15 経済学会講演会 (10/8)講師謝礼
講師:宮越龍義 33，333 

11.25 経済学会講演会 (11127)
講師の宿泊費・交通費

講師:Pravakar Sahoo 37，060 
計 133，746

(学生論集費)

3.12 r学生論集j第56号
図書カード 11名

3.12 r学生論集』第56号
300部

費

計
一
誌

費
一
雑

動
一
術

活
一
学

会
一
際

学
一
国

1，532，896 

L
l
・
-冨ロ 0 

0 国際学術雑誌費計

研究活動費

(学生研究活動助成費)

8. 2 2013年度経済学会学生研究
活動助成 16件 1，570，∞0 

8. 2 2013年度経済学部ゼミナール
連合会への助成 145，970 

9.12 2013年度経済学会学生研究
活動助成 2件 2∞.∞0 

1.27 2013年度経済学会学生研究
活動助成(事前給付型)返金 一45

1.29 20日年度経済学会学生研究
活動助成(成果表彰型) 2件 20，∞0 

2. 6 2013年度経済学会学生研究
活動助成(事前給付型)返金 一9，550

2.10 2013年度経済学会学生研究
活動助成(成果表彰型)返金一20，000

(その他)

剖- F
H
u
-
F
h
u
 

内

δ
-

円。

M
W

一
侃

Q
d
-
n汐

。

研究活動費計

事務費

(消耗品費)

7.22 金銭出納帳簿 882 
9.13 経済学会発送用封筒 2，∞0部 41，475 

計 42，357
(通信費)

7. 8 経済学論集の校正原稿等に伴う
切手代 50，000 

9.27 r経済学論集J第52巻第3号に伴う
原稿料の海外送金手数料 6，500 

10. 8 r経済学論集J第52巻第l・2号，
第3号に伴う原稿料の海外送金

手数料 6，500 
計 63.000

(雑費)

(会議費)

L
E
E
-
-
h
l
，
 

d
Z
ロ

呈

目

。
0 

105，357 

執筆謝礼 言十

220，∞o dロh‘ 剖-
印刷代

1，179，150 特別会計

1，399，150 総合計計

0 

4，694，143 

4，694，143 



March 2015 2014年度経済学会評議員総会

3. 2013年度会計監査報告について(略)

4. 2014年度新規入会について

加藤秀弥

神谷祐介

庄司功

5. 2014年度事業計画(案)について

(1)学生への補助

① 学生研究活動助成

給付型助成:7月下旬募集開始予定

成果表彰型助成 :11月上旬募集開始予定

② 経済学部ゼミナール連合協議会への補助 (373.444円)

45 
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経済学会御中

Vol. 54 No.l・2

平成26年6月12日

経済学部ゼミナール連合会

代表佐々木隆徳

平成26年度経済学部ゼミナール連合会 年間計画及び援助金のお願い

拝啓

新緑の候，ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき，

厚く御礼申し上げます。

さて，平成26年度経済学部ゼミナール連合会の年間予算計画は下記のとおりです口

敬具

記

平成26年度年間予算計画

収入の部 支出の部

学部教育補助費 ￥100.000 スポーツ大会 ￥25.000 

学会補助金 ￥373.444 研究報告会 ￥20.000 

懇親会費用 ￥150.000 

前年度繰越金 ￥65，056 生協商品券 ￥135，000 

ゼミ連運営費用 ￥208，5∞ 
総 計 ￥538，5∞ ￥538，500 J 
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支出の部の内訳は下記の通りです。

スポーツ大会

スポーツドリンク(熱中症対策) ￥10，0∞ 

優勝ゼミへの賞品 ￥15，0∞ 

計 ￥25，αm 

経済学部ゼミナール対抗研究報告会

生協商品券
優勝発表ゼミナール

￥135，∞o 
への賞品

※ l位:￥30，000 2位:￥10，∞o 3位:￥5，∞o

懇親会の費用 ￥150，∞o 

事務費・その他 ￥20，α)() 

計 ￥305.αm 

経済学部ゼミナール連合協議会運営費用

コピーカード(10枚) ￥10.∞o 

デジカメ ￥43.500 

プリンターインク(プラザー LC12-4PK 5個) ￥20，0∞ 

文具(コピー用紙も含む) ￥10，αm 

清掃用具 ￥5，∞o 

処分費(ゼミ連教室内の破損備品) ￥20，∞o 

新企画運営費 ￥l∞.∞o 

計 ￥208，5∞ 

現在.2013年度の繰越金.65，056円の収入がございます。今年度の経済学部ゼミナール連合会

の運営のため.373，444円を経済学会からゼミ連への援助金としてご検討頂きますよう.どうぞ

宜しくお願い致します。

以上
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(2) 研究・講演会

(3) 学会誌「龍谷大学経済学論集j発行

第54巻第l号~第5号

(4) 学生論集発行

① 応募資格:本学経済学部在学生及び2013年度卒業生

② 内容:経済学などに関する論文，調査，研究ノート.書評など

(共同研究，ゼミ対抗討論会のまとめでも良い)

③ 締切(予定): 2014年12月16日(火)

④ 発行(予定): 2015年3月19日(木)[卒業式]

※指導教員の指導を受けた後に指導教員の推薦書を添付の上で提出。

(5) その他
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6. 2014年度予算(案)について

〈一般会計〉

収入の部

項 目

新入生会員費

在学生会員費

教職員会員費

賛助会員費

雑収入

定期預金取り崩し

当年度収入額

前年度繰越金

前期末前受金

前受金

計

項目説明

2014/4/1--2015/3/31 

内 訳 2014年度予算 2013年度決算

(学部・院・編転入・留学) 2.943.000 2.932.000 

1820名 (学生在籍者数一覧) 5.460.000 5.396.000 

34名(内新入会員3名) 176.0∞ 166.000 。 。
6.5∞ 6.165 

。 。
8.585.500 8.500.165 

14.274，774 10.457.752 

2014年度会費 -2.943.000 -2.932.000 

20日年度入学者 2.943.000 2.943.000 

22.860.274 18.968.917 

2014年度入学生分(学部生・院生・編転入生・留学生)

2011--2013年度入学生分

49 

(単位:円)

増減

11.∞o 
64.∞o 
10.αm 

。
335 

。
85.335 

3.817.022 

-11.∞o 。
3.891.357 

新入生会員費

在学生会員費

前受金

前期末前受金

20日年度入学者分が2014年度末に入金されるため2014年度の収入

2014年度入学生分が2013年度末に入金されるため2013年度の収入

〈特別会計(定期預金))

前年度繰越金(期首残高) 19，392.563円
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支出の部 (単位:円)

項 目 2014年度予算 2013年度決算 増 減

学会誌発行費

~n 席リ 費 3.000.000 691.950 2.308.050 

原 稿 料注 1.000.000 338.000 662.0∞ 
査 号ーんさ 料 300.000 40.000 260.000 

事 原稿編纂料 50.000 50.000 。
発 送 費 250.000 29.565 220.435 

業 学会活動費

講 i寅 之~ 費 300.∞o 133.746 166.254 

費
学生論集費 1.500.∞o 1.399.150 100.850 

教育・研究センター活動費

運 営 費 50.∞o 50.∞o 
教材作成費 350.000 350.000 

計 6.8∞o∞ 2，682，411 4.117.589 

学生研究活動助成費 3.8∞.000 1，906，375 1，893.625 

研員究費
その他(懸賞論文) 。 。 。
学生活動費 400.000 一 400，000 

計 4.200.000 l. 906.375 1，893，625 

事
?背 耗 費 30，000 42，357 -12.357 

通 信 費 70.∞o 63.0∞ 7.000 

務 雑 費 10，∞o 。 10.000 

~ ミ 議 費 60，000 。 60.∞o 
費

計 170.000 105.357 64.643 

当年度支出額 11.170.∞o 4，694.143 6，075.857 

予 備 費 。 。 。
特別会計(定期預金)へ繰入 。 。 。
次年度繰越金 11.690，274 14，274，774 -2.584.500 

ムロ 言十 22，860，274 18.968.917 3.891.357 

注:原稿料の予算には.2013年度第53巻1・2号の原稿料を含む。
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会計監査委員

編集委員

8. そのイ也

2014年度経済学会評議員総会

細田信輔

庶務委員が兼務

小瀬

李 態研

大前 員

佐々木 淳(長)

金子裕一郎(副)

木下 信

小峯 敦

谷 直樹

松島泰勝
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